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　今月号の表紙を飾ってくれたのは、書家・和書体アーティスト
の三船セージさんです。
　某日、取材後に町中央公民館に立ち寄ると、打ち合わせのため
本町に来ていた三船さんに出会いました。アーティストと聞き、
厚かましくも「何かデザインしてください！」とお願いすると、快
く『ひまわりだより』のタイトルをデザインしていただきました。
各地で教室やイベントをされているという三船さん。とっても明
るくて気さくな方

かた

でした。
　これからの時期は大雨などによる災害が起きやすい時期です。
自助・共助・公助の精神で、地域防災力を高めましょう。
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2

 
熱
中
症
注
意
報
発
令
中
！

年
々
猛
威
を
振
る
う

熱
中
症　

　

地
球
の
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
影

響
で
、夏
の
暑
さ
は
年
々
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
暑
い
時
期
に
、

猛
威
を
振
る
う
の
が
熱
中
症
で
す
。

　

そ
も
そ
も
熱
中
症
と
は
、高
温
多
湿

な
環
境
下
で
体
内
の
水
分
や
塩
分
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、体
温
調
節
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
に
よ
り
、体
内

に
熱
が
た
ま
り
、筋
肉
痛
や
大
量
の
発

汗
、さ
ら
に
は
体
の
だ
る
さ
や
吐
き
気

な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。重
症
に
な
る
と
意
識
障
害

な
ど
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

気
温
が
高
い
、湿
度
が
高
い
な
ど
の

環
境
条
件
と
、
体
調
が
良
く
な
い
、
暑

さ
に
体
が
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
な
ど

の
個
人
の
体
調
に
よ
る
影
響
が
重
な

る
と
、熱
中
症
の
発
生
率
が
高
ま
り
ま

す
。
熱
中
症
は
、
暑
気
あ
た
り
な
ど
と

軽
視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、急
激
に
悪
化

す
る
と
死
に
至
る
危
険
性
が
あ
り
、回

復
し
て
も
後
遺
症
が
残
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

屋
外
だ
け
で
な
く
、室
内
で
も

　

熱
中
症
は
炎
天
下
だ
け
で
な
く
、閉

め
切
っ
た
車
内
な
ど
、高
温
や
多
湿
で

体
温
の
下
が
り
に
く
い
場
所
は
ど
こ

で
も
注
意
が
必
要
で
す
。
近
年
、
室
内

で
特
に
何
も
し
て
い
な
く
て
も
熱
中

症
を
発
症
し
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
り
、

死
亡
す
る
事
例
が
多
く
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は

特
に
ご
注
意
を

　

熱
中
症
の
発
生
は
、例
年
梅
雨
入
り

前
か
ら
起
こ
り
始
め
、梅
雨
明
け
の
７

月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
多
発
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。暑
い
環
境
下
で
人

が
上
手
に
発
汗
で
き
る
よ
う
に
な
る

に
は
、
慣
れ
が
必
要
で
す
。
熱
中
症
に

な
る
人
は
、久
し
ぶ
り
に
暑
い
環
境
で

活
動
し
た
人
や
作
業
の
初
日
に
多
い

の
で
す
。

　

熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

な
り
や
す
い
条
件
や
症
状
を
知
り
予

防
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ．どんな環境でおこりやすいの？
　気温が高い　　　　湿度が高い
　風が弱い　　　　　日差しが強い
　急に暑くなる日　　スポーツ活動時
　照り返しが強い場所（アスファルト、コンクリート）

Ｑ．どんな人がなりやすいの？

　高齢者（救急搬送者の約半数）　　

　乳幼児　　　　　　　　　普段から運動をしていない人　　

　暑さに慣れていない人　　寝不足の人、深酒をした人　　　　
　食事を抜いた人　　　　　風邪、下痢など体調不良の人

Ｑ．熱中症の症状は？ 　

重症度Ⅰ
めまい・失神（たちくらみ）・筋肉痛・筋肉
の硬直（こむら返り）・大量の汗

熱中症とは、すぐに結びつかない症状
かもしれませんが、この段階で気付い
て、適切な処置をすることが大切です。
様子を見て改善しない場合は病院へ搬
送します。

重症度Ⅱ
頭痛・気分の不快・吐き気・体がぐったり
する・力が入らない

重症度Ⅲ
呼びかけや刺激の反応がおかしい、
体にガクガクとひきつけがある、
まっすぐ歩けない、体に触ると熱い

このような症状があれば、すぐに病院
へ搬送します。（水分補給は、意識が
はっきりしない場合は気道に入るおそ
れがあるため、行わない。）

高齢者や乳幼児は特に脱水症
状におちいりやすいので、周
りの人の見守りが大切です！
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熱
中
症
に
ご
注
意
を

　

  

熱
中
症
の
予
防

　

ポ
イ
ン
ト
は
、 「
水
分
補
給
」と「
暑
さ
を

避
け
る
こ
と
」 

で
す
。

★
日
常
生
活
で
注
意
す
る
こ
と

▽
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う
。（
日
陰
に
入
る
・
日
傘

　

を
さ
す
・
帽
子
を
か
ぶ
る
）

▽
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め

　

に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。（
通
常
は
お
茶

　

や
水
、大
量
の
発
汗
時
に
は
塩
分
も
補
給
）

▽
服
装
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。（
襟
元
を
ゆ
る
め

　

る
・
汗
を
吸
う
素
材
、風
通
し
が
よ
い
素
材
）

▽
室
温
28
℃
・
湿
度
60
％
以
下
を
目
安
に
冷
房
を

　

活
用
し
て
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

※
特
に
体
温
調
節
が
う
ま
く
で
き
な
い
高
齢
者

　

や
子
ど
も
は
熱
中
症
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

周
囲
が
協
力
し
て
注
意
深
く
見
守
る
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。
夜
間
の
熱
中
症
も
多
い
た
め
、

　

排
尿
を
心
配
す
る
あ
ま
り
、水
分
を
控
え
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
心
臓
病
な
ど
の
持
病
の
あ

　

る
人
は
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
た
め
注
意
し

　

ま
し
ょ
う
。

　

  

熱
中
症
の
手
当
方
法

　

ポ
イ
ン
ト
は
、 

体
温
を
下
げ
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、

▽
涼
し
く
て
風
通
し
の
よ
い
場
所
へ
移
る

　
（
症
状
に
よ
っ
て
は
、
動
か
ず
安
静
に
し
て
お

　

い
た
ほ
う
が
良
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

▽
体
を
冷
や
す

　
　

衣
服
は
吸
湿
性
・
速
乾
性
が
あ
り
、
で
き
る

　

だ
け
締
め
付
け
の
な
い
も
の
に
し
、冷
た
い
ぬ

　

れ
タ
オ
ル
で
全
身
を
ふ
い
た
り
、扇
風
機
で
風

　

を
送
っ
た
り
し
ま
す
。さ
ら
に
、頸け
い
ぶ部
・
わ
き
の

　

下
、も
も
の
付
け
根
な
ど
に
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
や
氷

　

を
あ
て
冷
や
し
ま
す
。

▽
水
分
を
与
え
る

　
　

汗
を
た
く
さ
ん
か
き
続
け
た
場
合
は
、汗
と

　

一
緒
に
塩
分
が
体
外
に
出
る
た
め
、薄
い
食
塩

　

水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
飲
み
塩
分

　

を
摂
取
す
る
と
効
果
的
で
す
。

※
た
だ
し
、高
齢
者
は
あ
ま
り
汗
を
か
か
な
い
こ

　

と
が
多
く
、塩
分
を
摂
取
し
す
ぎ
る
と
か
え
っ

　

て
血
圧
が
上
が
る
た
め
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　夏季の電力不足に対して節電の取り組みが求められていますが、気温や湿度の高い日に
は決して無理な節電はせず、適度に扇風機やエアコンを使用するようにしましょう。



大
雨・洪
水
へ
の
備
え
を

忘
れ
ず
に

こ
れ
か
ら
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
発
生
や
台
風
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。大

雨
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
情
報
を
集
め
、

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
た
め
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

防災メール「まもるくん」を
利用する

　福岡県が提供する防災情報等メール配信システム「防災
メール・まもるくん」は、携帯電話やパソコンのメール機能を利
用して、防災情報や地域の安全情報を伝えます。受信する情報
の種類や程度は登録時に選択でき、また、いつでも変更するこ
とができます。登録は無料です。（通信料は登録者の負担です。）

◆登録方法◆
　登録は無料です。ただし、メール受信やホームページ閲
覧等の通信料は利用者負担となります。

　①携帯電話で登録
　　mamoru@bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp
　　に空メールを送信し、返信メールの指示に従って登録
　してください。

　②パソコンで登録
　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

遠賀川の状況を確認する

　国土交通省遠賀川河川事務所では、遠賀川流域の雨量の状
況や河川の水位、河川のライブ画像・映像をホームページでお
知らせしています。自主的な避難情報の収集に活用してくだ
さい。（通信料は利用者の負担になります。）

◎テレビで水位を確認する
　▶地上デジタル放送より水位情報を入手できます。チャン
　　ネルをＮＨＫに合わせ、リモコンの「d ボタン」を押すだ
　　けで、お近くの河川の水位情報を得ることができます。

◎遠賀川防災情報
　http://www2.ocn.ne.jp/~onga/mobile_cctv/
　▶遠賀川流域の雨量の状況、河川の水位、河川画像などの情
　　報をリアルタイムで提供しています。

◎遠賀川河川事務所ホームページ
　http://www.qsr.mlit.go.jp/onga/
　▶遠賀川の水位が上がった場合は、遠賀川防災情報を発信
　　しています。

　▶平常時も遠賀川のライブ映像を発信しています。

◎リアルタイム川の防災情報
　http://www.river.go.jp/
　▶全国のリアルタイムの雨量の状況、河川の水位、ダムの放
　　流状況などさまざまな情報を提供しています。
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特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

提供▷気象庁

気象庁では、重大な災害が起こる

危険性が非常に高い場合に

『特別警報』を発表します。

● 特別警報とは
　気象庁では、大雨・暴風・高潮や地震、津波などにより重大
な災害の起こるおそれがある時に、警報を発表して警戒を呼
びかけています。数十年に一度の大雨や大きな津波等が予想
され、重大な災害による危険性が高まった際には、特別な警
戒を呼び掛けるため、「特別警報」を発表します。

● 特別警報の対象となる現象
　「東日本大震災」や、日本観測史上最高の潮位を記録した高
潮により、犠牲者５，０００人以上を出した「伊勢湾台風」、九州
北部に甚大な被害をもたらし、死者・行方不明者合わせて３２
名を出した「平成２４年７月九州北部豪雨」等が該当します。

● 特別警報が発表された場合は
　特別警報が発表された場合は、住んでいる地域は数十年
に一度しかないような非常に危険な状況にあります。大雨な
どの風水害の場合は、避難のために外出することが既に危険
となっている場合もありますので、屋外の状況や、避難指示・
勧告等に留意し、避難所へ避難するか、屋内の比較的安全な
場所にとどまるなど、ただちに命を守るための判断・行動を
とってください。

従来の警報はこれまでと変わりなく、重大な災
害の起こるおそれがあるときに発表しますので、
特別警報が発表されないからといって災害が発
生しないということではありません。大雨等の際
は、注意報、警報やその他の気象情報を活用して、
早め早めの行動をとることがあなたや家族の命
を守ります。
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臨時福祉給付金の
申請受付を開始します

【問い合わせ】福祉課一般福祉係⑨番窓口☎２・１２１９
　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
経
済

的
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
平
成
26
年

度
住
民
税
非
課
税
者
に
は
、「
臨
時
福
祉

給
付
金
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
申
請
期
間

　

平
成
26
年
７
月
２
日（
水
）か
ら
平
成

　

27
年
１
月
５
日（
月
）ま
で

▽
窓
口
受
付
は
、
平
日
の
８
時
30
分
か

　

ら
17
時
15
分
ま
で

　
（
木
曜
日
は
19
時
ま
で
）

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
受
付
は
行
い
ま

　

せ
ん
。

◆
支
給
額

　

１
人
に
つ
き
、一
万
円

　

加
算
対
象
の
年
金
・
手
当
等
の
受
給

　

者
で
あ
る
場
合
は
、
１
人
に
つ
き　

　

五
千
円
を
加
算

※
詳
し
く
は
、
小
竹
町
か
ら
郵
送
さ
れ

　

た「
お
知
ら
せ
し
ま
す
２
つ
の
給
付

　

金
」の
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
対
象
者

　

平
成
26
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ

　

れ
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、

　

・
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
生
活
の
面

　
　

倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
場
合

　
・
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場
合

な
ど
は
除
き
ま
す
。

※
受
給
資
格
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
以

　

下
の「
対
象
者
診
断
チ
ャ
ー
ト
」で
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

臨時福祉給付金　子育て世帯臨時特例給付金　対象者診断チャート

対象ではありません。
対象ではありません。

※保護基準の改定で消費税
　の負担に対応します。

▶

▶

▶

▶

生 活 保 護
を受けて
いますか。

２６年度分の
住 民 税 は 課
税されてい
ますか。

２６年度分の
住民税が課税
されている人
に生活の面倒
を見てもらっ
ていますか。

加算対象の基礎
年金・児童扶養
手当等を受給し
ていますか。

臨時福祉給付金
の支給対象者とな
る可能性がありま
す。（１０，０００円）

臨時福祉給付金の支給対象
者となる可能性があります。

（加算を含む１５，０００円）

子育て世帯臨時特例給付金
の支給対象者となる可能性が
あります。

２６年 1 月分の
児童手当等を受給していますか。
（中学生以下の児童がいますか。）

２５年の
所得は制限額以上ですか。

▶

はい

いいえ

はい はい

▶
はい

はい

▶
いいえ

▶
いいえ

▶
いいえ

▶ はい

▶
いいえ

基準日は平成２６年１月１日です。

下の表を参照し
てください。

※このチャートはあくまで一般的な場合を想定しています。

※受け取ることができるのは、臨時福祉給付金また
　は子育て世帯臨時特例給付金のどちらか１つの
　給付金です。

▶
いいえ

スタート

表【児童手当の所得制限限度額（給与収入ベース）】

区分　（扶養親族等の数）
限度額目安

（給与収入ベース）

子１人　　　（１人） ８７５．６万円

夫婦子１人　（２人） ９１７．８万円

夫婦子２人　（３人） ９６０．０万円
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◆
申
請
方
法

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と
思

わ
れ
る
人
は
、
役
場
窓
口
で
直
接
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
申
請
受
付
場
所

　

７
月
は
、
役
場
内
に
申
請
受
付
の

　

場
所
を
設
け
て
い
ま
す
。（
下
の

　

地
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

◉
申
請
先

　

平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
住

　

民
票
が
あ
る
市
町
村
で
す
。

※
具
体
的
な
申
請
方
法
や
申
請
期

　

間
は
、
市
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り

　

ま
す
。

◆
給
付
金
の
受
け
取
り

　

支
給
要
件
を
満
た
し
た
人
は
、
申

請
書
に
記
載
し
た
指
定
口
座
に
入

金
さ
れ
ま
す
。（
振
り
込
み
ま
で
は

１
〜
２
か
月
程
度
か
か
る
見
込
み

で
す
。）

◆申請期間
　６月２日（月）から 12 月２日（火）まで
　小竹町の子育て世帯臨時特例給付金の対象となる

可能性のある人には、６月上旬までに郵送で申請書を

送付しています。公務員の人は、職場から申請書等が

配布されます。

※詳細については、広報こたけ「ひまわりだより」

６月号または小竹町のウェブサイト（http://town.

kotake.lg.jp）でご確認ください。

【問い合わせ】福祉課子育て支援係⑨番窓口
　　　　　　☎２・１２１９

子育て世帯臨時
特例給付金の
申請受付が
始まっています

⑴．申請書は臨時福祉給付金窓口で受け取ります。

⑵．以下の添付書類等を準備します。

①印かん（シャチハタおよびスタンプ印不可）

②委任状

　※世帯主以外の人が家族の給付金の申請をされる場合は、「お知ら　
　　せします２つの給付金」チラシ郵送時に同封の委任状が必要です。

③世帯全員分の本人確認書類

（写真付き住民基本台帳カード、運転免許証、旅券等の写し）

　※顔写真が載ったものがない場合は、２つ以上の確認書類（健康保険
　　証、年金手帳、各種医療保険証など）をお願いします。

　※外国人住民の人は、在留資格等の確認のため、在留カード、特別永
　　住者証明書等が必要です。（在留期間にご注意ください。）

④指定した口座が確認できる書類

　※金融機関名、口座番号、口座名義人がわかる通帳の写し
　（家族で給付金の申請をされる場合は、世帯主の口座に限ります。）

⑤加算対象者であることが確認できる書類

　（年金証書、受給者証、支給通知等）

　※加算対象者…老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金、児童　
　　　　　　　　扶養手当、特別児童扶養手当等の受給者

※詳しくは小竹町から郵送された「お知らせします２つの給付金」チラシお
　よび同封の「臨時福祉給付金の申請に必要なもの」または小竹町のウェブ
　サイト（http://town.kotake.lg.jp）でご確認ください。

〈平成２６年１月１日時点の住所が小竹町である場合〉

申請受付会場地図

入
口

入
口

会計課

福祉課

▶

駐
車
場

申請受付会場

駐車場

小竹町役場

小竹町役場
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あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報係☎２・１２１２

Town's topics

み ん な の ひ ろ ば

8

◉はつらつと汗を流しました

　５月２５日、宮若東中学校体育館で、第４７回宮若市・鞍手

郡身体障がい者「はつらつ運動会」が行われました。小竹町

身体障害者福祉協会からは２２名が出場し、パン食い競争

やフライングディスク、車イス競争など全１５種目を行い

ました。大会最終競技の玉入れでは、１回戦を見事勝ち上

がりましたが、２回戦で鞍手町に惜しくも敗れました。出

場者の、勝敗にこだわらず笑顔で生き生きとプレーする姿

が印象的でした。

◉環境美化運動を行いました

　５月２５日、町内一斉春季環境美化運動（小竹町環境衛生

連合会主催）が行われました。

　町民、企業および各団体のみなさまのご協力により、今

回は可燃ごみ２,２９０㎏、不燃ごみ１,４００㎏、ビン・カン

３４０㎏が回収されました。ご協力ありがとうございまし

た。今後もより住みよい町を目指し、環境美化に努めます。

◉ひまわり講座・生涯学習講座を開講
　しました
　３４年間続いた「ときめき大学」を廃止し、「スキルアップ
塾」と一体化した「ひまわり講座・生涯学習公開講座」（町教
育委員会主催）が本年度から開設されました。第１回生涯
学習公開講座として、５月２８日に松尾町長が『小竹町のま
ちづくりについて』の講演を行いました。地域社会の絆を
原点とし、企業誘致や防災、環境などさまざまな視点から
まちづくりについてお話をされ、参加者の皆さんはメモを
とったりしながら興味深く聴講されていました。

◉少林拳福岡大会に出場
　６月８日、添田町で少林拳福岡大会が開催されました。みんな一生
懸命頑張りました。結果は次のとおりです。
▷演武試合【小中学生団体の部】拳術の部　優勝　　小竹道場
　　　　　　　　（伊藤まお　宮本颯大　大井陽菜　伊藤魁聖）
　　　　　【小学生女子の部】　　　　　　優勝　　大井陽菜
　　　　　【一般女子の部】　器械の部　　準優勝　伊藤まお
　　　　　【一般の部】　　　器械の部　　準優勝　森　崇人
　　　　　【小中学生の部】　長拳の部　　３位　　大井孜竜
　　　　　　　　　　　　　器械の部　　４位　　宮本颯大
▷乱取試合（一般の部）　　　　　　　　　優勝　　森　崇人
　　　　　（中学高学年の部）　　　　　　準優勝　伊藤まお※拳士を募集しています。（体験入学可）練習場所▷小竹町児童体育館　

　練習日▷毎週水・金曜日１８時３０分から２０時まで（祭日は休み） 記事と写真の提供▶少林拳小竹道場　指導者　大井　仁さん



町長の動き
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町 長 コ ラ ム
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— ５月２１日から６月２０日まで —

５月２１日 鞍手地区人権同和対策推進協議会 直方総合庁舎
５月２２日 九水連第５７回定期総会 鹿児島県
５月２３日 健康づくり推進協議会会議 総合福祉センター

５月２５日
春季環境美化運動 町内
第４７回宮若市・鞍手郡身体障がい者はつらつ運動会 宮若東中学校

５月２６日
水防連絡会および防災セミナー 遠賀川河川事務所
直方法人会総会・社団化３０周年記念・安全祈願 直方いこいの村

５月２７日
平成筑豊鉄道第１回取締役会・役員会 田川市民会館
シルバー人材センター総会 マリーホール宮田
直方地区防犯協会総会 直方警察署

５月２８日
生涯学習講座 町中央公民館
暴力団追放！地域決起大会 嘉麻市なつき文化ホール
町民まつり全体会議 町中央公民館

５月２９日 一般国道２００号線・筑豊横断道路建設促進期成会総会 博多サンヒルズホテル
５月３０日 全国簡易水道大会（〜３１日まで） 高知県
６月２日 庁議 庁内会議室

６月３日
福岡県町村会理事会 自治会館
福岡県後期高齢者医療広域連合定例監査 自治会館
市民と自衛隊との音楽演奏会・音楽の夕べ ユメニティのおがた

６月４日 議会運営委員会 庁内会議室
６月５日 第４回定例会（〜１３日まで） 議場
６月７日 （株）安藤工業所竣

しゅんこう

工式 （株）安藤工業所
６月８日 小竹美術協会定期総会 町中央公民館
６月１３日 陸上自衛隊飯塚駐屯地第４師団長を囲む会 のがみプレジデントホテル

６月１４日 第３８回鞍手地区日赤紺綬会総会 宮若商工会議所

６月１５日
町身体障害者福祉協会総会 総合福祉センター
再館１７周年記念彼我戦争犠牲者追悼法要式典 兵士・庶民の戦争資料館

６月１６日 町婦人会総会 総合福祉センター
６月１８日 鞍手郡町村会研修（〜１９日まで） 東京都

６月２０日
遠賀川中流流域下水道促進協議会会計監査 町長室
自治会長会・環境衛生組合長合同役員会 庁内会議室

　

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
が
あ
と
を
絶

た
な
い
。こ
の
現
実
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。「
捨
て
る
人
は
拾
わ
な
い
。捨

て
な
い
人
が
拾
っ
て
い
る
。
捨
て
る
人
が
い
れ

ば
、
拾
う
神
あ
り
」な
ど
川
柳
じ
み
た
言
葉
が
飛

び
交
う
。梅
雨
空
に
覆
わ
れ
た
６
月
８
日
、「
春
の

遠
賀
川
河
川
敷
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人「
小
竹
に
住
み
た
い
町
づ
く
り
の
会
」

主
催
）が
催
さ
れ
た
。会
員
の
ほ
か
自
治
会
、教
育

関
係
者
、
地
域
の
有
志
な
ど
百
人
を
超
え
る
住

民
が
参
加
し
、
遠
賀
川
右
岸
の
御
徳
橋
下「
多
目

的
広
場
」周
辺
の
清
掃
活
動
を
実
施
。
参
加
者
は

心
地
よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋

30
袋
を
回
収
し
た
。
作
業
終
了
後
、
主
催
者
が
準

備
し
た「
ぜ
ん
ざ
い
」が
振
る
舞
わ
れ
、楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
た
。「
遠
賀
川
が
泣
い
て
い
る
。

キ
レ
イ
に
な
り
た
い
と
泣
い
て
い
る
」と
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
へ
の
熱
い
思
い
を
吉
良
久
吾
会
長
は

語
っ
て
く
れ
た
。美
し
い
町
づ
く
り
を
願
う
仲
間

づ
く
り
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
っ
た
。
町
で
も
、
町

全
域
を
対
象
に
、年
２
回
春
季
・
秋
季「
環
境
美
化

運
動
」（
町
環
境
衛
生
連
合
会
・
小
竹
町
主
催
）を

実
施
し
て
い
る
。
共
生
社
会
の
作
法
と
し
て
、
ポ

イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
決
し
て
許
す
こ
と
が
で

き
な
い
。人
も
町
も
清
潔
で
あ
る
こ
と
が
町
の
品

格
に
つ
な
が
る
。

　

小
竹
町
長　

栗く
り

の
花は

な

匂に
ほ

ひ
ま
み
れ
の
六ろ

く

地ぢ

蔵ぞ
う

　
　
　
　
豊
崎　

民
恵

夏な
つ

燕つ
ば
め

水み
づ

切き
り

石い
し

の
や
う
に
飛と

ぶ
　
　
　
　
　
松
尾
清
一
郎

田た

植う
え

機き

の
祖そ

ふ父
に
手て

を
振ふ

る
園え

ん

児じ

か
な
　
時
川
寿
美
子

古こ

民み
ん

家か

の
梁は

り

の
太ふ

と

さ
や
ほ
と
と
ぎ
す
　
　
安
藤
つ
き
子

夏な
つ

の
雲く

も

駅え
き

に
小ち

い

さ
な
た
こ
焼や

き

屋や

　
　
　
　
門
田　

睦
子

小
竹
筍
句
会

阿
部
天
風　

選

父ち
ち

の
日ひ

や
ア
ッ
ケ
ラ
カ
ン
と
次じ

男な
ん

来く

る
　
松
尾　

治
子

賑に
ぎ

や
か
に
父ち

ち

の
忌き

修し
ゅ
う

す
夏な

つ

座ざ

敷し
き

　
　
　
　
原
賀　

静
子

駒こ
ま

を
打う

つ
真ま

顏が
ほ

の
父ち

ち

の
一ひ

ト
日び

な
り
　
　
青
柳
満
喜
代

箱は
こ
づ
め詰
の
枇び

わ杷
の
産う

ぶ

毛げ

や
処し

ょ
じ
ょ女
の
如ご

と

　
　
　
尾
上　

礼
子

父ち
ち

の
日ひ

や
赴ふ

任に
ん

地ち

に
つ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
小
嶋　

亮
子

小
竹
同
人
句
会

阿
部
天
風　

選
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役 場 か ら の お 知 ら せ

今月の納税
税金は納期限までに納めましょう

問い合わせ▶税務住民課収納係☎２・１２１６

▼
税
の
公
平
性

　

納
付
期
限
内
に
税

金
を
納
め
た
人
と
の

税
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
、
納
期
限
が
過
ぎ

た
後
も
納
付
が
な
い

場
合
、
督
促
状
を
送
り

ま
す
。
督
促
後
、
完
納

さ
れ
な
い
と
き
は
差

押
え
等
の
処
分
の
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、

納
期
限
ま
で
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
口
座
振
替
に
よ
る

　

納
税
に
つ
い
て

　

振
替
日
は
毎
月
25
日

（
振
替
日
が
休
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
、
12
月

と
２
月
は
22
日
）で
す
。

自
動
的
に
指
定
の
口
座

か
ら
税
金
が
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘

れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。手
続
き
は
、町
指
定

金
融
機
関（
福
岡
銀
行
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、

福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、飯
塚
信
用
金
庫
、直

鞍
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
）ま
た
は
税
務
住
民

課
で
行
え
ま
す
。

集合税 ー町県民税・固定資産税・国民健康保険税ー

第２期納期限　７月３１日（木）
【口座振替日　７月２５日（金）】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス「
フ
レ
ッ
ツ
光
」が
、
小
竹
町

（
一
部
地
域
）に
お
い
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
提
供
開
始
時
期（
予
定
）

平
成
26
年
７
月
25
日（
金
）

▼
提
供
エ
リ
ア

※
町
全
域
で
は
な
い
た
め
、
地

域
に
よ
っ
て
は
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

提
供
エ
リ
ア
の
確
認
は
、
関

連
ペ
ー
ジ「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
フ

レ
ッ
ツ
光
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
フ
レ
ッ
ツ

光
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
外
部
リ
ン
ク
）

http://flets-w
.com

/next/
area/40hukuoka.htm

l

※
提
供
エ
リ
ア
や
具
体
的
な

サ
ー
ビ
ス
内
容
、
料
金
、
加
入

時
の
手
続
き
な
ど
、
ご
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

☎
０
１
２
０
・
５
８
３
１
１
６

※
受
付
時
間
…
９
時
か
ら
17

時
ま
で（
土
日
・
祝
日
含
む
）

小竹町（一部地域）で光インター
ネットが提供開始されます
問い合わせ▶ＮＴＴ西日本
　　　　　　☎０１２０・５８３１１６

　

住
民
票
や
戸
籍
等
を
交
付

す
る
と
き
に
、
本
人
確
認
の
た

め
、
必
ず
次
の
身
分
証
明
書
等

を
掲
示
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

※
左
記
の
書
類
に
不
備
、
不
足

　

等
が
あ
る
場
合
に
は
、
窓
口

　

で
口
頭
確
認
さ
せ
て
い
た

　

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

住民票・戸籍等の交付時の
本人確認にご協力ください
問い合わせ▶税務住民課住民係☎２・１２１７

１点で本人確認が可能なもの

◉運転免許証
◉旅券（パスポート）
◉住民基本台帳カード（顔写真付き）
◉その他官公署が発行した免許証等
　（顔写真付き）

２点必要なもの

◉国民健康保険・健康保険・介護保険
　の被保険者証
◉共済組合員証
◉年金手帳
◉年金証書
◉住民基本台帳カード（顔写真なし）
◉学生証　　　　　　　　　など

小竹町学童保育所
夏休み期間中の入所について
問い合わせ▶町社会福祉協議会☎２・２０２８

保育所名および保育場所
保育所名 対象校区 受入可能人員

小竹南学童保育所 南小校区 　受入可能人数に限りがある
ため、ご希望の学童保育所で
受入数を超えた場合は、抽選
にて決定します。

小竹北学童保育所 北小校区
小竹西学童保育所 西小校区
入所できる児童
町内３小学校に在学する、小学校１年生から６年生までの
児童
入所期間
７月１９日（土）から８月３０日（土）まで
※日曜日と８月１３日（水）・１４日（木）・１５日（金）はお休みです。

利用時間
月曜日から土曜日までの、７時３０分から１９時まで
申込方法

申請書類を町社会福祉協議会または学童保育所へ提出して
ください。（書類は、町社会福祉協議会および学童保育所に置
いています。）　※申込締切…７月１２日（土）
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７月１日（火）から平成２６年度国民年金の保険料納付免除申請および
若年者納付猶予申請の受付が始まります
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

　

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」や
猶
予
と
な
る

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま

す
。
保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
納
付

免
除
や
猶
予
を
受
け
な
い
場
合
、
障

害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
し
た
時
に
障
害
基
礎
年
金
・
障

害
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
こ
の
２
つ
の
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
納
付
免
除
制
度

　

免
除
を
受
け
る
に
は
、
申
請
者
本

人
の
ほ
か
に
申
請
者
の
配
偶
者
と
世

帯
主
も
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
前
年
の
所
得
等

に
応
じ
、全
額
免
除
と
一
部
免
除（
４

分
の
３
免
除
・
半
額
免
除
・
４
分
の
１

免
除
）の
４
段
階
の
免
除
が
あ
り
ま

す
。な
お
、一
部
免
除
さ
れ
た
場
合
に

納
付
す
べ
き
一
部
の
保
険
料
を
納
付

さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
期
間
の
一
部

免
除
は
無
効（
未
納
と
同
じ
）と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
（
30
歳
未
満
の
人
の
み
対
象
）

　

失
業
等
で
所
得
が
低
い
人
で
あ
っ

て
も
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の
世
帯

主（
親
な
ど
）と
同
居
し
て
い
る
場
合

に
は
保
険
料
免
除
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。し
か
し
若
年
者（
30
歳
未
満
の

人
）に
つ
い
て
は
、
本
人（
お
よ
び
配

偶
者
を
含
む
）の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
し
承
認
を
受

け
る
こ
と
で
保
険
料
の
納
付
を
猶
予

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
10

年
以
内
に
納
付
し
な
い
場
合
、
老
齢

基
礎
年
金
の
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

▼
学
生
の
人
は
、
４
月
か
ら
受
付
を

開
始
し
て
い
る「
平
成
26
年
度
学
生

納
付
特
例
制
度
」が
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課
保
険
年
金

係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
申
請
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳

②
印
か
ん

③
平
成
26
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
平
成
25
年
中
の
所
得
）

※
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
、
小

竹
町
以
外
の
市
区
町
村
に
住
所
が

あ
っ
た
人

④
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

※
平
成
25
年
１
月
以
降
に
退
職
し
た

人▼
申
請
者
の
ほ
か
に
申
請
者
の
配
偶

者
お
よ
び
世
帯
主
に
つ
い
て
も
、
③

と
④
の
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◎
平
成
25
年
度
以
前
の
保
険
料

　

納
付
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

　

の
受
付
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん

　

か

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
免
除
申
請
で

き
る
対
象
期
間
が
拡
大
さ
れ
、
過
去

２
年
１
か
月
分
の
免
除
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
過
去
２
年

間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
人

は
、
健
康
増
進
課
保
険
年
金
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

１か月の自己負担額

平成２６年度
国民年金保険料

１か月
１５，２５０円

免除区分 １か月の納付額 老齢基礎年金の
受給割合

全額免除 ０円 ２分の１

一部
免除

４分の３免除 ３，８１０円 ８分の５

半額免除 ７，６３０円 ８分の６

４分の１免除 １１，４４０円 ８分の７

◆日時　９月７日（日）
　　　　７時３０分までに受付、８時３０分競技開始
◆場所　ミッションバレーゴルフクラブ

小竹町民ゴルフ競技会
参加者募集
問い合わせ▶教育課社会教育係☎２・０４５２
　　　　　　まちづくり政策課☎２・１２１４　

【競技方法】ローカルルールによるダブルペリア方式
【参加資格】小竹町内に在住、在勤の人
【参加費】１万円（税込プレー料金＋エントリー費込み、昼食
等別）

【募集期間】７月１５日（火）から８月１５日（金）まで
【募集数】２０組（８０人・先着順）
【申込書配布および提出先】中央公民館または役場まちづく
り政策課　　　　　　　※ご不明な点はお問い合わせください。
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役 場 か ら の お 知 ら せ

■
８
月
か
ら
被
保
険
者
証
が

　

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
平
成
26
年

７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
被
保

険
者
証（
み
ず
色
）の
有
効
期
限
は
、
平

成
27
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と

な
っ
て
お
り
、
７
月
16
日（
水
）以
降
に

小
竹
町
役
場
か
ら
簡
易
書
留
で
お
届

け
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納

が
あ
る
場
合
は
、
通
常
よ
り
有
効
期
限

が
短
い
被
保
険
者
証
を
窓
口
で
お
受

け
取
り
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
受
診
さ
れ
る
と

き
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証（
み
ず
色
）

を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。　

　

７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険

者
証（
み
ず
色
）が
届
か
な
い
場
合
は
、

健
康
増
進
課
保
険
年
金
係
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
ご
不
在
の
場
合
は

　

再
配
達
の
手
続
き
を　

　

簡
易
書
留
郵
便
は
、
受
け
取
り
の
際

に
受
領
印
等
が
必
要
な
た
め
、
ご
不
在

の
場
合
は
配
達
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場

合
、
郵
便
局
か
ら
の「
郵
便
物
等
お
預

か
り
の
お
知
ら
せ
」が
郵
便
ポ
ス
ト
等

に
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
郵
便
物

の
保
管
期
限
内
に
必
ず
再
配
達
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、「
郵
便
物
等
お
預
か
り

の
お
知
ら
せ
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
電

話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
の

　

自
己
負
担
割
合
を

　

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の
医
療

費
の
自
己
負
担
割
合
は
、
１
割
ま
た
は

３
割
で
す
。

　

毎
年
、前
年
中
の
所
得
を
も
と
に
、今

年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間

の
自
己
負
担
割
合
の
判
定
を
行
い
ま

す
。

　

自
己
負
担
割
合
は
、
通
常
１
割
で
す

が
、
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず
れ

か
の
人
の
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得

が
百
四
十
五
万
円
以
上（
※
）で
あ
る

場
合
に
は
、３
割
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
町
村
民
税
課
税
の
所
得

が
百
四
十
五
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、

次
の
⑴
ま
た
は
⑵
に
該
当
す
る
場
合

は
、
健
康
増
進
課
保
険
年
金
係
の
窓
口

へ
申
請
す
れ
ば
１
割
の
自
己
負
担
割

合
と
な
り
ま
す
。

⑴
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以

上
の
場
合
で
、
被
保
険
者
全
員
の
収
入

の
合
計
額
が
五
百
二
十
万
円
未
満

⑵
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の
み

の
場
合（
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
）

　

①
本
人
の
収
入
が
三
百
八
十
三
万 

　
　

円
未
満

　

②
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か
ら

　
　

74
歳
ま
で
の
人
の
収
入
の
合
計

　
　

額
が
五
百
二
十
万
円
未
満

※
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が
百
四

十
五
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
前
年
の

12
月
31
日
現
在
に
お
い
て
、
被
保
険
者

が
世
帯
主
で
あ
り
、
同
じ
世
帯
に
合
計

所
得
金
額
が
三
十
八
万
円
以
下
で
あ

る
19
歳
未
満
の
世
帯
員
が
い
る
場
合

に
は
、
世
帯
主
で
あ
る
被
保
険
者
の
市

町
村
民
税
の
課
税
所
得
か
ら
、
16
歳
未

満
は
１
人
あ
た
り
三
十
三
万
円
、
16
歳

以
上
19
歳
未
満
は
１
人
あ
た
り
十
二

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
控
除
し
た
後
の
額

が
、
百
四
十
五
万
円
未
満
と
な
る
と
き

は
、
１
割
の
自
己
負
担
割
合
と
な
り

ま
す
。（
こ
の
場
合
の
申
請
は
不
要
で

す
。）

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　

減
額
認
定
証
が

　

８
月
に
更
新
と
な
り
ま
す

　

現
在
、使
用
中
の
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証（
以
下
、減
額
認
定

証
と
い
い
ま
す
。）の
有
効
期
限
は
平
成

26
年
７
月
31
日
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
を
す
で
に
持
っ
て
い

る
人
で
、
平
成
26
年
度
の
市
町
村
民
税

が
非
課
税
世
帯
の
人
に
は
、
８
月
１
日

か
ら
の
新
し
い
減
額
認
定
証
を
被
保

険
者
証
と
は
別
に
７
月
下
旬
に
お
届
け

し
ま
す
。

【
減
額
認
定
証
と
は
】

　

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

で
あ
る
人
が
、
入
院
ま
た
は
高
額
な
外

来
診
療
を
受
け
る
際
に
、
減
額
認
定
証

を
医
療
機
関
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
医

療
費
の
自
己
負
担
は
限
度
額
ま
で
と

な
り
、
入
院
時
の
食
費
・
居
住
費
の
負

担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
減
額
認
定
証
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
健
康
増
進
課
保

険
年
金
係
窓
口
で
の
申
請
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
被
保
険
者
証

・
印
か
ん

・
そ
の
他
必
要
な
書
類

（
非
課
税
証
明
書
な
ど
収
入
額
を
証
明
す
る

も
の
や
入
院
期
間
を
確
認
で
き
る
も
の
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

平成２６年度後期高齢者医療制度について
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４　　福岡県後期高齢者医療広域連合☎０９２６５１・３１１１
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国民健康保険高齢受給者証の更新について
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

 

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
の
手
続
き
は

 

14
日
以
内
に

　

職
場
の
健
康
保
険（
健
康
保
険
組
合
や
共
済
組

合
な
ど
）に
加
入
し
て
い
る
人
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
お
よ
び
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
す
べ
て
の
人
が
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　

退
職
に
よ
り
職
場
で
加
入
し
て
い
た
健
康
保

険
を
や
め
た
と
き
や
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶

養
者
か
ら
外
れ
た
と
き
は
、事
業
所
が
発
行
す
る

資
格
喪
失
証
明
書
を
持
参
の
上
、
14
日
以
内
に

保
険
年
金
係
窓
口（
⑧
番
）で
加
入
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

職
場
の
健
康
保
険
に

 

加
入
し
た
と
き
は

 

喪
失
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
就
職

等
に
よ
り
職
場
の
健
康
保
険（
健
康
保
険
組
合
や

共
済
組
合
な
ど
）に
加
入
し
た
と
き
は
、
国
民
健

康
保
険
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。新
し
く
で

き
た
被
保
険
者
証
を
持
参
の
上
、保
険
年
金
係
窓

口（
⑧
番
）で
喪
失
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

自己負担割合　（平成２５年中の所得により決定します。）

７０歳から７４歳までの
国保の被保険者で

昭和１９年４月１日
までに生まれた人

１割
（※ 現役並み所得者は３割）

昭和１９年４月２日
以降に生まれた人

２割
（※ 現役並み所得者は３割）

★現役並み所得者とは
　同一世帯の中に、一定以上の所得（住民税課税所得１４５万円以上）がある７０
歳から７４歳までの国保被保険者がいる人をさします。ただし、該当者の収入の
合計が複数で５２０万円未満、単身で３８３万円未満の場合は、申請により１割の
負担になります。

成人式実行委員を募集します
問い合わせ▶教育課公民館係☎２・０４５２

　

平
成
27
年
１
月
11
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
成
人
式
の

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
あ

な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し

て
、
新
成
人
の
思
い
出
に
残
る

一
日
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
者
】平
成
６
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

【
募
集
期
間
】７
月
31
日（
木
）

ま
で

【
申
込
方
法
】
小
竹
町
中

央
公
民
館
に
電
話（
☎
２
・

０
４
５
２
）ま
た
は
直
接
申
し

込
み

住宅耐震改修工事費用の一部
を補助します
問い合わせ▶総務課庶務係☎２・１２１２　

【
対
象
要
件
】

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
し
た
木
造
の
戸
建
て

住
宅

②
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅

【
交
付
額
】工
事
費
用
の
20

パ
ー
セ
ン
ト（
上
限
30
万
円
）

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
庶

務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人（
た
だ
し
、
70
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
人
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
該

当
者
は
除
く
。）に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、新
し
い
高
齢
受
給
者
証

（
有
効
期
限
は
平
成
26
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
27

年
７
月
31
日
ま
で
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
中
に
75

歳
に
な
る
人
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。）を
７
月
末
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
８
月
１
日
以
降
、
医
療
機
関
を
受
診

す
る
と
き
は
、新
た
に
お
届
け
し
た
高
齢
受
給
者

証
を
国
民
健
康
保
険
者
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
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役 場 か ら の お 知 ら せ

　１１月１５日（土）、１６日（日）に小竹町民まつりを開催します。
　小竹町民まつり実行委員会では、町民の皆さんが広くふれあえる「まつり」となるよう、下記部門の参加者を募集します。あ

なたの趣味や活動成果を町民のみなさんに紹介しませんか？

小竹町民まつり各部門の参加者を募集します！
問い合わせ▶小竹町民まつり実行委員会事務局（役場まちづくり政策課企画係）☎２・１２１４

◆申込締切　７月２２日（火）
◆申し込み・問い合わせ　小竹町民まつり実行委員会事務局 （役場まちづくり政策課企画係） ☎２・１２１４

７月は「社会を明るくする運動」の強調月間です
〜 犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ 〜　　　　　　　直方保護区保護司会

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

近
年
、犯
罪
が
深
刻
な
脅
威
と
し
て

社
会
の
重
大
な
関
心
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
平
成
15

年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、そ
の
数
は
依
然
と
し
て
高

水
準
で
推
移
し
て
お
り
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
に
あ
り
、
特
に
、
一
般
刑
法

犯
検け

ん
き
ょ挙
人
員
中
の
再
犯
者
人
員
お
よ

び
再
犯
率
は
、近
年
、増
加
・
上
昇
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
背
景
と
し
て
、

家
庭
や
学
校
に
お
け
る
し
つ
け
教
育

の
問
題
の
ほ
か
、
都
市
化
に
伴
う
近

隣
住
民
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
に

よ
っ
て
地
域
の
犯
罪
や
非
行
を
抑
止

す
る
力
が
減
退
し
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
警
察
本
部
の
統
計
資
料

に
よ
る
と
、
平
成
25
年
中
に
県
下

で
検け

ん
き
ょ挙
補
導
さ
れ
た
刑
法
犯
少
年

は
四
千
四
十
人
で
、
前
年
と
比
べ

七
百
六
十
四
人（
十
五
・
九
％
）減
少

し
て
い
ま
す
が
、
全
国
第
６
位
と
依

然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
10
歳
か
ら
19
歳
ま
で
の
少

年
人
口
千
人
当
た
り
に
占
め
る
刑
法

犯
少
年
の
割
合（
非
行
者
率
）は
八
・

四
人
で
、
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
第
２
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ナ
ー
等
の
乱
用
に
よ
り
検け

ん
き
ょ挙

補
導
さ
れ
た
少
年
は
、
減
少
し
て
い

る
も
の
の
14
年
連
続
で
全
国
ワ
ー
ス

ト
１
位
で
、
少
年
の
薬
物
汚
染
は
、

依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
成
人
を
含
め
た
全
刑
法

犯
の
う
ち
、
少
年
は
そ
の
約
３
割
を

占
め
る
な
ど
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地

域
社
会
で
あ
り
、
ま
た
罪
を
犯
し
た

人
や
非
行
を
し
た
少
年
の
更
生
を
促

す
場
も
地
域
社
会
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
更
生
を
実
効
あ

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の

意
欲
と
併
せ
、
本
人
を
取
り
巻
く
地

域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。

　

住
民
の
皆
様
が
、
少
年
非
行
の
実

態
を
認
識
し
て
、
地
域
環
境
の
浄
化

に
心
が
け
る
と
と
も
に
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
や
非
行
を
し
た
少
年
の
立

ち
直
り
を
温
か
い
目
で
見
守
り
つ

つ
、
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
、
明
る
い

社
会
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

ステージ・
イベント部門

（１６日）

中央公民館前広場（予定）

大型ステージでの発表

（町内で活動する団体で、
１ステージ１０分以内）

展示部門
（１５、１６日）

町民体育館に展示する生花、工芸品、俳句その他創作品を

募集します。

※同時開催の小竹美術展覧会（小竹美術協会主催）への出

　展（書・絵画・写真など）は、出展料（５００円）が必要とな

　ります。

（町内にお住まいか、通勤・通学者、町内で活動する団体）
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い き きい 小 竹 っ 子
教育委員会や幼稚園・各小中学校からのお知らせを掲載します。　　問い合わせ▷小竹町教育委員会☎２・１９６１

〜小竹町特別支援教育の取り組み〜
　小竹町では、教育委員会、保育所・幼稚園・小・中学校、専門家などで「小竹町特別支援教育連携協議会」を設け、学習や生活で

の支援が必要な子どもたちが困難を改善・克服できるよう、子どもさんや保護者に対し、さまざまな支援を行っています。

お子さんの様子で気になることはありませんか？…

◉認知や学習上の困難さ

聞く・話す・読む・書く・計算する・推論するなどの能力のうち、特
定の分野に極端な苦手さがある。

（例：見ているものをすぐに理解できない。）

◉行動の困難さ

注意力や衝動性、多動性などが年齢や発達段階に不釣り合いで、
生活や学習に支障をきたすことがある。

（例：忘れ物が多く、整理整頓が苦手である。）

◉社会性の困難さ

相手の気持ちを察することや周りの状況に合わせることが苦手
であったり、特定のものにこだわったりする傾向がある。

（例：うまく友達づきあいができない。友達とトラブルを起こし
てしまう。）

（福岡県教育委員会資料より抜粋）

小竹南小学校　有田

小竹北小学校　花田

小竹西小学校　冨原

小竹幼稚園　神河

小竹保育所　髙津

★
お
子
さ
ん
の
様
子
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
時
は
、
各
学
校
な

　

ど
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ま
た
は
、
担
当
者
に

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小竹中学校　蓑原

　６月６日、町児童体育館で、ソプラノ歌手の林麻耶さんと

福岡サロンオーケストラの皆さんによる『子どものためのク

ラシックコンサート』が行われ、町内各小学校の４年生から

６年生までの児童が参加しました。

　この事業は、主催の福岡県教職員互助会が教育・文化事業

の一環として県内各地区で行っているものです。

　本格的なオーケストラの演奏に参加者全員が聴き入って

いました。また各楽器の紹介や児童の指揮者体験などもあ

り、会場はとても盛り上がりました。

エコ博士ロンリー先生がやってきた！
〜青い地球の会ブルーアース出前授業〜

　生態系における親子、共生、捕食ー被食などの関係を知り、

それぞれの生き物の役割を理解させようと、小竹西小５年生

の教室にやってきたのは、青い地球の会ブルーアースのメン

バーで“エコ博士ロンリー先生”こと川島伸治さん。授業は生

き物のつながりを考えることから始まり、生き物カードを

使って山の生態系ピラミッドを作る活動を行いました。「こ

の授業を通して自分たちの身近な小竹町の自然環境にどう

かかわり、自然を守るために何ができるかを考えてくれた

ら」と、西小の泊校長先生は話しました。

♪平成２６年度教育・文化事業♪

子どものためのクラシックコンサート

お気軽にご相談ください。



子どもたちに絵本の楽しさを伝えています

みて！きいて！

おたのしみおはなし会 開館時間　　８：３０〜１７：１５
問い合わせ　中央公民館　☎２・０４５２

読書の森
図書室にある本を紹介しています。
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　皮から飛び出たバナナのきょうだい。お
風呂につかって、チョコバナナ。マントに
くるまり、バナナクレープ。思わずバナナ
に手がのびます。

いろいろバナナ
山岡ひかる／作　
くもん出版

　お母さんの誕生日に、お父さんが間違え
てわけありリンゴを買ってしまった。途方
に暮れたリクに、リンゴの林太郎が話しか
けてきて…。

わけありリンゴのアップルパイ
あさい ゆうこ／作　あべ まれこ／絵　
ＢＬ出版

聖なる怠け者の冒険
森見登美彦／著　
朝日新聞出版

　島に生まれ育った人々の、島を愛し島を
憎む複雑な心模様が生み出すさまざまな
事件。推協賞短編部門受賞作「海の星」ほか
傑作全六編。

望郷
湊 かなえ／著　　　
文藝春秋

　「何もしない、動かない」ことをモットー
とする社会人２年目の小和田君。ある朝目
覚めると小学校の校庭に縛られていて、隣
にはたぬきの仮面をかぶった「ぽんぽこ仮
面」なる怪人がいる。しかも、そのぽんぽこ
仮面から「跡を継げ」と言われるのだが…。
ここから小和田君の果てしなく長く、奇想
天外な一日がはじまる。

　ある神社の拝殿にぶらさがっている大
きな鈴は、いい音を出せるようになるた
めに修行の旅に出かけました。しかし、な
かなかいい音が出せない鈴は自暴自棄に
なって山のてっぺんから谷に飛び込みま
した。すると…。

すずむし
久留島武彦／作　黒井 健／絵　　　
幻冬舎ルネッサンス

　いつの世でも、生きていくことは難しい
けれど、生きることの素晴らしさは、自分
と他人を信じて、平凡な日常をしっかりと
送っていくことではないでしょうか。子ど
もの本には、そのような登場人物や、自分
を信じ他人を思いやることができるよう
になる手がかりがたくさん盛り込まれて
います。

そして、ねずみ女房は星を見た
清水眞砂子／著　　　
テン ･ ブックス

日 時▶１０月１１日（土）
　　　  １１：００〜１２：００
場　所▶小竹町児童館
内　容▶あしなべ会による
　　　　おはなし会
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今月の健康行事
▶小竹町立病院で火曜日に各種予防接種を実施し
　ています。都合により実施していない場合もあり
　ますので、詳しくは小竹町立病院へお問い合わせ
　ください。
　※ 要予約・・・小竹町立病院☎２・０２８２
▶内容によっては事前に予約が必要なものや対象
　者が限られる場合がありますので、保健センター
　に問い合わせください。
▶ウォーキング教室は、上靴、水筒、タオルを持参し
　てください。

 問い合わせ…保健センター☎２・１８６４

７月
１６日（水） ウォ−キング教室

１０時〜１２時

町民体育館

２４日（木） 特定健診・基本健診・各種がん検診

８時３０分〜１０時

保健センター

２５日（金） 特定健診・基本健診・各種がん検診

８時３０分〜１０時

総合福祉センター

３０日（水） ウォ−キング教室

１０時〜１２時

町民体育館

８月
５日（火）： 乳児健診

１３時１５分〜１３時４５分
保健センター

８日（金） ウォ−キング教室

１０時〜１２時

町民体育館

心臓病予防教室のご案内
　胸部に圧迫感や動悸（どうき）などを感じることがありません
か？もしもそれが病気のシグナルだとしたら、見過ごしているか

もしれません。

　本来、狭心症や心筋梗塞は予防が可能な病気です。また、早期に

発見し治療すれば、大事に至らずにすみます。

　心臓病予防について詳しいお話があります。ぜひご参加くださ

い。

日時▶７月３日（木）１３時３０分から１５時まで

場所▶保健センター

講師▶九州病院　野間　充 先生

心臓病は、日本人の死因の第２位

　三大疾病（がん・心臓病・脳卒中）では、「がん」についての関心度が

一番高く、その次は「脳卒中」、「心臓病」の関心度は３番目と低めで

す。しかし、死因別にみると心臓病はがんに次ぐ第２位で、死亡者数

は増えています。心臓病の中でも、最も多い病気が狭心症や心筋梗塞

などの『虚血性心疾患』です。

虚血性心疾患とは

　原因は、心臓に血液を送る冠動脈（冠状動脈）が動脈硬化により狭

くなることです。血液の流れが悪くなり、心筋の酸素が足りなくなっ

ている状態です。特に心筋梗塞は“突然死”につながる怖い疾患です。

生活習慣病こそ、心臓の大敵

　原因となる動脈硬化は、年齢とともに徐々に進むものですが、危険

因子（血圧が高い・血糖が高い・コレステロールが高い・中性脂肪が

高い・喫煙をするなど）があると速度を早めます。さらに複数の因子

をあわせ持っていると、動脈硬化が急速に進みやすくなることもわ

かっています。

心臓の定期チェックが大切

　動脈硬化を進めてしまう危険因子はありませんか？特定（基本）健

診では、心臓の最も基本的な検査である「心電図検査」をしています。

　年に一度の検査をお勧めします。健診後は個々の健康状態に応じ

た保健指導を行いますのでぜひ活用され、心臓病の予防に心がけま

しょう。
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暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

相
談

募
集

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】７
月
11
日（
金
）、
８
時
30
分
か

ら
13
時
ま
で
受
付
、13
時
開
始

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
町
社
会
福
祉
協
議

会
☎
２
・
２
０
２
８

補
聴
器
交
付（
修
理
）

巡
回
相
談

【
日
時
】７
月
17
日（
木
）10
時
か
ら
11
時

ま
で

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

【
持
参
す
る
も
の
】身
体
障
害
者
手
帳
、

印
か
ん
、補
聴
器

◉
交
付（
修
理
）を
受
け
た
場
合
は
、
世

　

帯
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
費
用
が
必

　

要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
課
一
般
福
祉
係
☎

２
・
１
２
１
９

行
政
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

【
日
時
】７
月
22
日（
火
）10
時
か
ら
12
時

ま
で

【
場
所
】役
場
１
階
ロ
ビ
ー

◉
相
談
無
料
、秘
密
厳
守

【
問
い
合
わ
せ
】ま
ち
づ
く
り
政
策
課
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
☎
２
・
１
２
１
４

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
た
め
の

相
談
専
用
電
話

　

ア
イ
ヌ
の
人
々
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

ご
相
談
を
お
う
け
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】３
月
31
日（
月
）ま
で
の
平

日
お
よ
び
土
曜
日
の
10
時
か
ら
17
時
ま

で（
※
日
曜
・
祝
日
・
８
月
10
日
か
ら
８

月
17
日
ま
で
・
12
月
27
日
か
ら
１
月
４

日
ま
で
は
お
休
み
）

◉
相
談
専
用
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０
・
７
７
１
・
２
０
８

◉
相
談
無
料
、匿
名
可
、秘
密
厳
守

【
問
い
合
わ
せ
】公
益
財
団
法
人
人
権
教

育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
☎
０
３
・
５
７

７
７
・
１
８
０
２

社
労
士
に
よ
る

労
働
・
年
金
の
無
料
相
談

【
日
時
】毎
週
火
・
木
曜
日
12
時
か
ら
18

時
ま
で
、毎
月
第
１
土
曜
日
・
第
３
日
曜

日
10
時
か
ら
16
時
ま
で

【
相
談
内
容
】労
働
問
題（
労
働
条
件
、解

雇
、
残
業
代
未
払
い
な
ど
）や
年
金（
老

齢
年
金
・
障
害
年
金
な
ど
）の
相
談

◉
相
談
専
用
電
話
番
号

☎
０
９
２
・
４
１
４
・
４
８
６
４

【
問
い
合
わ
せ
】県
社
会
保
険
労
務
士
会

事
務
局
☎
０
９
２
・
４
１
４
・
８
７
７
５

平
成
26
年
度
ポ
イ
ン
ト
方
式

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

【
募
集
住
宅
】県
内
に
所
在
す
る
県
営
住

宅（
対
象
団
地
、戸
数
等
詳
細
に
つ
い
て

は
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

【
申
込
受
付
】平
成
26
年
７
月
14
日（
月
）

か
ら
平
成
26
年
７
月
23
日（
水
）ま
で

【
募
集
案
内
書
配
布
】県
住
宅
供
給
公

社
、公
社
管
理
事
務
所
、公
社
管
理
事
務

所
出
張
所
、県
県
営
住
宅
課
、役
場
管
財

課
、県
民
情
報
コ
ー
ナ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】県
住
宅
供
給
公
社
県
営

住
宅
管
理
部
☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０

２
９
／
県
県
営
住
宅
課
☎
０
９
２
・
６

４
３
・
３
７
３
９

平
成
26
年
度

自
衛
官
等
採
用

説
明
会
の
ご
案
内

嘉
麻
市
▽
７
月
27
日（
日
）14
時
か
ら
、

嘉
麻
市
役
所
１
階 

飯
塚
市
▽
７
月
27

日（
日
）・
８
月
３
日（
日
）い
ず
れ
も
10

時
か
ら
、
自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所 

鞍

手
町
▽
８
月
３
日（
日
）10
時
か
ら
、
く

ら
じ
の
郷 

直
方
市
▽
８
月
３
日（
日
）

13
時
30
分
か
ら
、
直
方
中
央
公
民
館 
田

川
市
▽
８
月
10
日（
日
）10
時
か
ら
、
た

が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力

本
部
飯
塚
地
域
事
務
所
☎
０
９
４
８
・

２
２
・
４
８
４
７

裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職

試
験（
高
卒
者
試
験
）

【
受
験
資
格
】平
成
26
年
４
月
１
日
に
お

い
て
高
等
学
校
卒
業
後
２
年
以
内
の
人

お
よ
び
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人（
※
平
成

26
年
４
月
１
日
に
お
い
て
中
学
卒
業
後

２
年
以
内
５
年
未
満
の
人
も
受
験
可
）

■管内街頭犯罪発生状況
５月中 平成２６年累計
件数 件数 前年比

車上ねらい ８件  ５２件 ＋４件
自転車盗 １５件 ５５件 −１８件
空き巣 ８件  ２８件 −２件

ニセ電話詐欺 に注意！！
　弁護士、警察官、銀行員などいろいろな立場になりすま
したニセ者（犯人）が、次々に電話をかけてだます手口にご
注意ください。
　電話で現金を要求させたらすぐに１１０番！！

〈犯人グループが使うキーワード〉
◎振り込め　◎誰にも言うな　◎現金を送れ　など

小竹町ふれあい商品券（１０％プレミアム付き）
一般商品券１,０００冊追加販売！

一般
商品券

１冊１０,０００円　（５００円券×２２枚＝１１,０００円）　
１,０００冊限定　１８歳以上の人、1人１０万円まで

発売日時 ７月２６日（土）から完売まで、通常９時から１６時まで
※７月２７日（日）は販売しませんのでご注意ください。

発売場所
７月２６日（土）９時から１４時まで 中央公民館ロビー
７月２８日（月）以降

（※ 土日、祝日、８月１３日・１４日・１５日を除く）
小竹町商工会館

使用期間 平成２６年７月２６日（土）から平成２７年１月２５日（日）まで
【問い合わせ】小竹町商工会☎２・０３１５
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人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

garbage of fefuse-derived fuelpopulation a traffic accident

　５月中 ５月末累計
発生件数 6 件（+ 3 ） 16 件（− 1 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 10 人（+ 7 ） 21 人（+ 4 ）

■人　口 8,297人
男性 3,935 人 女性 4,362 人
出生 1 人 死亡 15 人
転入 29 人 転出 19 人

■世帯数 3,957世帯

  185,490 kg （前月比 − 3,000 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 ７月２０日（日）９時から１２時まで

5 5
5

お
知
ら
せ

【
受
付
期
間
】７
月
15
日（
火
）か
ら
７
月

24
日（
木
）ま
で
※
７
月
24
日
消
印
有
効

【
第
１
次
試
験
日
】９
月
14
日（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
地
方
裁
判
所
事
務

局
人
事
課
任
用
係
☎
０
９
２
・
７
８
１
・

３
１
４
１

福
岡
県
職
員
民
間
企
業
等

職
務
経
験
者
採
用
試
験

【
受
験
資
格
】⑴
昭
和
30
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
⑵
民
間
企
業
等
に
お

け
る
職
務
経
験
を
５
年
以
上
有
す
る
人

（
平
成
26
年
６
月
末
日
現
在
）

【
受
付
期
間
】７
月
14
日（
月
）か
ら
７
月

25
日（
金
）ま
で
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

受
付
は
７
月
22
日（
火
）ま
で

【
試
験
日
】８
月
24
日（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】県
人
事
委
員
会
事
務
局

任
用
課
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
９
５
６

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の

経
営
者
の
皆
様
へ

　

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破
綻
し
て
も

一
定
の
生
活
費
等
を
残
す
こ
と
が
で
き

る
ル
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が
明
確

に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
等
に
お
い
て

個
人
保
証
が
不
要
と
な
る
こ
と
②
多
額

の
個
人
保
証
を
行
っ
て
い
て
も
、
経
営

が
行
き
詰
ま
る
前
に
、
早
め
に
事
業
再

生
や
廃
業
を
決
断
し
た
際
に
一
定
の
生

活
費
等
が
残
る
こ
と
を
定
め
る「
経
営

者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が
、

中
小
企
業
庁
・
金
融
庁
主
導
の
下
、策
定

さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

九
州
本
部
☎
０
９
２
・
２
６
３
・
０
３
０
０

「
へ
い
ち
く
浪
漫
号
」

ビ
ー
ル
列
車
が
走
り
ま
す
！

　

生
ビ
ー
ル
、焼
酎
、ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
飲

み
放
題
！「
オ
ー
ド
ブ
ル
」も
付
き
ま
す
。

【
運
行
日
】７
月
25
日（
金
）、
８
月
８
日

（
金
）、８
月
15
日（
金
）、８
月
22
日（
金
）

【
料
金
】４
人
掛
け
ボ
ッ
ク
ス
席
▽
一

万
六
千
円（
９
ボ
ッ
ク
ス
）、
３
人
掛
け

ボ
ッ
ク
ス
席
▽
一
万
二
千
円（
１
ボ
ッ

ク
ス
）※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】平
成
筑
豊

鉄
道
本
社
☎
０
９
４
７
・
２
２
・
１
０
０

０（
平
日
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
直
方
庁
舎

耐
震
工
事
の
お
知
ら
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
直
方
で
は
、
７
月
中

旬
か
ら
11
月
末
ま
で
耐
震
補
強
工
事
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
工
事

期
間
中
は
、
工
事
用
車
両
等
に
よ
り
駐

車
場
の
一
部
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。駐
車
場
が
満
車
の
場
合
は
、河
川
敷

駐
車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
歩
道
等
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】直
方
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
９
４
９
・
２
２
・
８
６
０
９

ー 福岡県下・管内の犯罪・交通事故発生状況や警察からのお知らせなどがわかります ー

福岡県警ホームページ　　http://www.police.pref.fukuoka.jp/

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　

山
崎　

光
照　

様（
勝
野
一
区
）

遺
族　

山
崎　

保
子　

様

故　

樽
茶　

正
夫　

様（
峰
畑
区
）

遺
族　

樽
茶
ス
ヱ
子　

様

故　

篠
﨑
ト
ミ
子　

様（
中
央
区
）

遺
族　

篠
崎　

敏
則　

様

故　

髙
倉　

一
登　

様（
御
徳
二
区
）

遺
族　

髙
倉　

露
子　

様

故　

上
川　

恵
美　

様（
御
徳
一
区
）

遺
族　

上
川　

孝
一　

様

故　

松
﨑　
　

直　

様（
御
徳
三
区
）

遺
族　

松
﨑　

洋
子　

様

故　

鎌
田
智
枝
子　

様（
勝
野
一
区
）

遺
族　

鎌
田　

定
幸　

様

故　

小
泉　

春
子　

様（
勝
野
二
区
）

遺
族　

小
泉　

秀
子　

様

故　

有
吉
日
出
男　

様（
御
徳
二
区
）

遺
族　

有
吉
須
美
子　

様

故　

宮
島　
　

循　

様（
勝
野
一
区
）

遺
族　

宮
島　

隆
哉　

様

第４回東日本大震災復興応援
フリーマーケット inこたけ

出店者募集！
日　時▷９月２１日（日）１０時から１４時まで（予定）

場　所▷小竹町中央公民館前広場
　　　　（雨天時は町民体育館）

募集内容
①手持ち出店：１区画２．５m×２．５m、募集数４０店舗
②出店料：２,０００円 ※ 全額義援金とします。
③受付期間：７月１日（火）から８月２９日（金）まで
　　　※ 土日・祝日を除く８時３０分から１７時まで
　　　※ 先着順にて、定員に達し次第締め切ります。
④受付場所：小竹町中央公民館
⑤その他注意事項
・出店に関して、時節柄腐りやすいものはご遠慮くだ  
 さい。
・テント、日よけ等がありませんので、出店者各自で
 準備してください。
⑥問い合わせ：小竹浜に笑顔を贈る会（中村）
　　　　　　　☎０９０・８３９８・９４７４
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九州電力からのお願い　　　　　　　　　問い合わせ▶九州電力（株）飯塚営業所☎２・１２１２　

　今夏におきましても、お客さまの生活・健康や生産・経済活動に支障のない範囲で可能な限り、節電にご協力いただき
ますようお願いいたします。

【節電にご協力いただきたい期間・時間帯】

７月１日（火）から９月３０日（火）の平日　９時から２０時まで
※お盆期間８月１３日（水）から８月１５日（金）までを除く


